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情報通信審議会 情報通信技術分科会 

ＩＰネットワーク設備委員会（第８回）議事概要 

 

１ 日時 

  平成１９年９月１１日（火）１４時００分～１５時００分 

 

２ 場所 

  総務省１０階 １００１会議室 

 

３ 出席者（敬称略） 
 
(1) 構成員 

後藤滋樹（主査）、相田仁（主査代理）、五十川洋一（オブザーバ：松本隆）、

稲田修一（オブザーバ：西田真三）、井上友二（オブザーバ：荒川暢也）、 

歌野孝法（オブザーバ：谷直樹）、冲中秀夫、加藤徹、 

志岐紀夫（オブザーバ：加藤義文）、杉本春重（オブザーバ：千村保文） 

資宗克行、竹村哲夫（オブザーバ：入部真一）、土森紀之、橋本信、 

平井正孝（オブザーバ：吉田清司）、藤咲友宏、三膳孝通、大和敏彦、 

弓削哲也、渡辺武経 （以上、２０名） 
 
(2) 事務局 

武内電気通信事業部長、竹内電気通信技術システム課長、 

菱沼同課企画官、大西同課課長補佐、山下同課課長補佐 他 

 

(3) オブザーバ 

加藤正文、小林中、辻田洋、中島伊佐美 

 

４ 議事 

(1) 技術検討作業班審議経過について 

相田技術検討作業班主任より、資料８－１に基づき、技術検討作業班におけ

る審議の経過について報告がなされた。続いて、事務局より、資料８－２に基

づき詳細な検討状況報告がなされた。 

 

(2) 情報通信ネットワーク安全・信頼性基準に関する審議について 

事務局より、資料８－３に基づき、本年５月の情報通信技術分科会答申及び

７月の電気通信事業部会改正省令案諮問を踏まえまして、「情報通信ネットワ

ーク安全・信頼性基準」の見直しに関する審議について説明があり、本件につ

いては、安全・信頼性検討作業班において検討を開始することとなった。 

 

(3) 「IP化時代の通信端末に関する研究会」報告を受けた審議について 

事務局より、資料８－４に基づき、「IP 化時代の通信端末に関する研究会」

報告を受けた審議について説明があり、本件については、技術検討作業班にお
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いて検討を開始することとなった。 

 

(4) その他 

事務局より、資料８－５に基づき、事業用電気通信設備規則等の一部改正及

び電気通信事業法施行規則等の一部改正について、現状と今後の予定について

報告があった。 

また、今後のスケジュールについて、作業班における検討状況を踏まえ、次

回委員会の日程については事務局にて別途調整の上連絡をする旨、説明があっ

た。 

 

委員より、ネットワーク品質規定後の IP 電話の品質について、総合品質の

取扱いを見直していく必要があるのではないかという意見があり、現在進めて

いる０５０－IP電話の品質基準と併せて、検討を行うこととした。 

 

＜配布資料＞ 

【資料番号】 【配付資料】  

資料８－１ ＩＰネットワーク設備委員会 技術検討作業班検討状況報告（概要）  

資料８－２ ＩＰネットワーク設備委員会 技術検討作業班検討状況報告  

資料８－３ 情報通信ネットワーク安全・信頼性基準の見直しについて  

資料８－４ IP化時代の通信端末について  

資料８－５ 事業用電気通信設備規則等の一部改正について  

   

参考資料８－１ ＩＰネットワーク設備委員会（第７回）議事概要  

 

 


